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安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り

▪
交
通
基
盤
の
整
理

　

八
幡
平
地
区
の
公
共
交
通
空
白
地
域
を

解
消
す
る
た
め
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
運
行
し
、
地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
持
続
可
能
な
移
動
支
援
体
制
を
整
え

ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
橋
の
点
検
や
松
山
跨
線
橋

の
補
修
工
事
な
ど
、
長
寿
命
化
対
策
を
進

め
、
安
全
・
安
心
な
道
路
交
通
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

▪
住
環
境
の
整
備

　

上
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消
を
図
る
た

め
、
大
久
保
地
区
の
拡
張
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
角
花
輪
駅
前
整
備
事
業
で

は
、
花
輪
ば
や
し
開
催
ま
で
の
完
成
を
目

指
し
、
広
場
内
の
交
通
規
制
を
行
い
な
が

ら
、
遅
滞
な
く
工
事
を
進
め
ま
す
。

　

住
宅
の
整
備
は
、
毛
馬
内
住
宅
の
建
て

替
え
に
向
け
た
建
築
工
事
に
着
手
す
る
ほ

か
、
高
井
田
住
宅
の
長
寿
命
化
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
民
間
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
、
市
民
の
居
住
環
境
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

▪
循
環
型
社
会
の
推
進

　

昨
年
７
月
に
設
立
し
た
地
域
電
力
小
売

会
社
「
か
づ
の
パ
ワ
ー
」
が
、
４
月
か
ら

市
の
32
施
設
で
電
力
供
給
を
開
始
し
、
い

よ
い
よ
「
電
気
の
地
産
地
消
」
の
取
り
組

み
が
実
現
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
内
電
源
の
獲
得
と
あ

わ
せ
、
供
給
先
の
拡
大
を
目
指
す
ほ
か
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
や
そ
れ
を
使

用
し
た
製
品
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
市
が
持
つ
豊
富
な
資
源
を

産
業
力
強
化
に
活
用
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
た
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
ま
す
。

▪
防
災
体
制
の
充
実

　

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
計
画
的
に

進
め
る
た
め
、
新
た
に
「
鹿
角
市
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

水
防
法
に
基
づ
き
、
県
に
よ
る
米
代
川
、

福
士
川
、
大
湯
川
、
小
坂
川
、
熊
沢
川
の

浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
を
受
け
、
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
市
内
全
戸

に
配
付
し
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
時
の
連
絡
手
段

の
要
と
な
る
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、

新
た
な
通
信
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
い
か

な
る
災
害
現
場
で
も
、
迅
速
か
つ
的
確
に

応
急
対
策
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
体
制
を

よ
り
一
層
強
化
し
ま
す
。

▪
空
き
家
の
適
正
管
理

　

地
域
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
空

き
家
等
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
補
助
制

度
を
活
用
し
た
自
主
的
な
解
体
へ
の
誘
導

や
、
周
辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
へ

の
指
導
強
化
に
よ
り
、
管
理
不
全
な
空
き

家
の
解
消
と
発
生
の
抑
制
に
取
り
組
み
ま

す
。参

加
と
連
携
を

促
進
す
る

ま
ち
づ
く
り

▪
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化

　

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、
自
治
会
元

気
づ
く
り
応
援
補
助
金
や
自
治
会
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
応
援
事
業
を
継
続
す
る
ほ

か
、
集
落
の
課
題
整
理
な
ど
に
集
落
支
援

員
を
派
遣
し
な
が
ら
、
自
治
会
の
主
体
的

な
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

▪
国
際
交
流
の
推
進

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
好
機
を
活
か
し

て
、
「
鹿
角
市
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
協
議

会
」
に
よ
る
オ
ー
ル
鹿
角
の
体
制
で
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
事
業
を
展
開
し
、
聖
火
リ
レ
ー

の
ほ
か
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
で
縄

文
の
火
を
お
こ
す
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
採

火
式
」
を
実
施
し
、
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
五
輪
期
間
中
に
は
競
技
中
継
を

見
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
に

楽
し
め
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
サ
イ

ト
」
の
開
催
や
、
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
か
ら
の

行
政
訪
問
団
招
致
に
合
わ
せ
た
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
交
流
と
文
化
交
流
の
ほ
か
、
小
・

中
学
生
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
選
手
へ
の
手

紙
応
援
を
行
い
、
国
際
理
解
の
増
進
と
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

▪
移
住
・
定
住
の
促
進

　

移
住
者
層
の
獲
得
を
目
的
に
、
新
た
に

「
子
育
て
マ
マ
応
援
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、

市
内
の
事
業
者
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
移

住
と
仕
事
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

の
連
携
に
よ
る
充
実
し
た
相
談
対
応
や
、

定
住
に
つ
な
が
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継

続
し
、
移
住
者
の
増
加
と
移
住
予
備
軍
と

な
り
う
る
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

心
豊
か
で

た
く
ま
し
く

郷
土
を
愛
す
る

市
民
を
育
む

▪
学
校
教
育
の
充
実

　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
あ
る

授
業
を
展
開
す
る
た
め
に
、
学
習
活
動
の

基
盤
と
な
る
学
習
集
団
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
各
種
学
力
検
査
の
結
果
と
合

わ
せ
て
分
析
を
行
い
、
学
級
経
営
や
授
業

改
善
に
生
か
す
ほ
か
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
特
性
を
理
解
し
、
よ
り
良
い
学
習

体
制
を
整
え
ま
す
。

　

電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
活
用
を
図
り
、
情
報
モ
ラ
ル
の

視
点
を
持
っ
た
学
習
活
動
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
が
興
味
関
心
を
抱
く

魅
力
あ
る
授
業
づ
く
り
を
目
指
す
ほ
か
、

各
校
へ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
派
遣
に
よ
っ
て
外
国
語

学
習
を
充
実
さ
せ
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
増
加

が
見
込
ま
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、
国
際
交
流
に

お
け
る
大
き
な
社
会
変
化
に
も
対
応
で
き

る
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

育
成
し
ま
す
。

　

「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
に
お
い
て
、
自

己
を
見
つ
め
、
物
事
を
多
面
的
・
多
角
的

に
捉
え
、
生
き
方
に
対
す
る
考
え
を
深
め

ら
れ
る
学
習
に
な
る
よ
う
、
授
業
の
質
的

改
善
を
図
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
良
さ
に
触
れ
る
体
験
活
動

を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

地
域
の
良
さ
を
積
極
的
に
発
信
し
よ
う
と

す
る
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
地
元
企
業
に
お

け
る
職
場
体
験
や
、
特
色
あ
る
地
域
行
事

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
推
進
し
、
将

来
の
夢
と
望
ま
し
い
職
業
観
を
育
み
ま

す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
新
た
に
統
合
校
で
学

ぶ
こ
と
に
な
る
生
徒
も
含
め
、
全
て
の
児

童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
・
地
域
と
の
信

頼
関
係
の
構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
導
入
の
準
備
を
す

す
め
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▪
生
涯
学
習
の
推
進

　

市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
活
動
を
効
果
的
に

展
開
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
や

社
会
教
育
関
係
団
体
と
の
一
層
の
連
携
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
地
域
課
題
の
解
決

や
実
践
で
生
き
る
技
法
を
学
ぶ
人
材
育
成

講
座
を
開
講
し
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
充
実
や
地
域
づ
く
り
活
動
の

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

▪
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

市
民
の
誰
も
が
体
力
や
年
齢
に
応
じ
、

生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や

タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
気
軽
に
親
し

む
こ
と
の
で
き
る
運
動
機
会
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
市
民

意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ス
キ
ー
大
会
は
「
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
」
と
「
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
」
の
ダ
ブ
ル
開
催
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
万
全
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

▪
芸
術
・
文
化
の
振
興

　　

開
館
か
ら
５
周
年
を
迎
え
る
文
化
の
杜

交
流
館
コ
モ
ッ
セ
を
拠
点
と
し
て
、
引
き

続
き
、
優
れ
た
芸
術
文
化
の
鑑
賞
や
、
郷

土
の
伝
統
芸
能
・
文
化
に
ふ
れ
あ
う
機
会

を
創
出
し
な
が
ら
、
市
民
の
多
彩
な
芸
術

文
化
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
の
推
進
は
、
大
湯
環
状

列
石
を
含
む
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文

遺
跡
群
」
の
２
０
２
１
年
の
登
録
実
現
に

向
け
て
、
イ
コ
モ
ス
に
よ
る
現
地
審
査
へ

の
対
応
や
保
存
管
理
計
画
の
実
行
な
ど
、

構
成
す
る
４
道
県
市
町
と
一
層
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
保
存
管
理
体
制
や
ガ
イ
ド
な
ど

の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
の
ほ
か
、
国
内

外
へ
価
値
や
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
大

湯
環
状
列
石
の
適
切
な
保
存
・
管
理
、
活

用
を
図
り
ま
す
。

施
政
方
針

教
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施
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方
針

　令和 2年第 1回市議会定例会で教育長が

発表した「教育執行方針」から、教育行政

における本市が目指す方向性と今年度の取

り組みをお伝えします。
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